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DO-IT Japanのプログラムに参加して一番よかっ
たと思ったことは、人とのコミュニケーションに慣れ
ることができたことです。最初のうちは、スカラーの
みんなともあまり話せなかったのですが、将来のこ
とや悩みについて話し合ったりしているうちに、少
しずつ話せるようになってきました。
僕は障害のために会話が苦手で、これまで人とかかわ
る事を避けてきましたが、今回のプログラムを通
じて、人と付き合うことに対して自信をもつことが
できました。
自分で考えて行動したり、突然のトラブルに対応す
る訓練もできました。
DO-IT Japanのプログラム中、他の場所へ移動す
る時には、スカラーである自分達がルートを考えな
くてはなりませんでした。しかし、自分達で目的地へ
の行き方を考える中で、自分で問題を解決し、時には
他の人と協力して考える力がつきました。

また、物理的な障害を持った人々と一緒に行動す
る中で、駅など、普段当たり前に利用している施設
を違った目線から見られました。障害を持った
人々のための設備やサービスを見たり、逆にそう
した人々にとって不便ではないかと思うようなとこ
ろも見つけました。
この経験を参考にして、今後社会が障害を持った人々
のために解決していかなくてはならない課題にはど
んなものがあるか、自分なりに考えていきたいと思
います。
マイクロソフトや東大の技術や研究に触れられたの
もいい経験になりました。Microsoft Visioをマ
イクロソフトで見せてもらいましたが、自分の考え
をまとめるのにとても役立ちそうだと思いました。
東大で見た、昆虫の行動を分析してロボットを作
る研究も面白そうでした。こうした技術や研究に触
れたことで、自分でも何かを作ってみたい、研究して
みたい、という気になりました。
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プ
ロ
グ
ラ
ム
の
最
終
日
、参
加
し
た
息
子
を
迎

え
に
行
っ
て
驚
き
ま
し
た
。他
の
参
加
者
の
方

に
対
し
て
息
子
が
ぎ
こ
ち
な
い
な
が
ら
も「
た

め
口
」で
話
し
て
い
ま
す
。本
人
が
兄
弟
以
外

の
相
手
に
く
だ
け
た
口
調
で
話
を
し
て
い
る
の

を
久
し
ぶ
り
に
聞
き
ま
し
た
。

ア
ス
ペ
ル
ガ
ー
症
候
群
と
い
う
体
質
を
持
っ
た

息
子
は
、コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
苦
手
で
す
。

会
話
を
始
め
て
も
、う
ま
く
つ
な
げ
て
い
く
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
。相
手
と
の
距
離
感
を
つ
か

む
こ
と
が
で
き
な
い
の
で
、適
切
な
話
題
や
態

度
を
選
ぶ
こ
と
が
難
し
い
の
で
す
。そ
ん
な
事

情
か
ら
生
ま
れ
た
自
己
防
衛
手
段
だ
っ
た
の

で
し
ょ
う
か
、息
子
は
常
に
堅
苦
し
い
丁
寧
語

で
話
す
こ
と
を
習
慣
に
し
て
い
ま
し
た
。そ
の
、

長
い
間
か
け
て
つ
く
ら
れ
た
厚
い
壁
が
５
日
間

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
解
消
さ
れ
た
の
で
す
。こ
れ

は
期
待
を
は
る
か
に
超
え
た
成
果
で
し
た
。

D
O
-IT

の
活
動
は
、参
加
者
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
と
い
う
形
で
こ
れ
か
ら
も
続
く
と
う

か
が
い
ま
し
た
。今
後
も
ス
タ
ッ
フ
の
皆
様
、

参
加
者
の
皆
様
か
ら
刺
激
を
い
た
だ
き
親
子

共
々
成
長
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

脳
性
マ
ヒ
に
よ
る
重
度
の
身
体
障
害
か
つ

言
語
障
害
の
娘
は
、高
校
2
年
の
現
在
に

至
る
ま
で
健
常
者
と
同
じ
学
校
で
学
ん

で
き
ま
し
た
。し
か
し
自
我
の
確
立
に
揺

れ
る
思
春
期
を
迎
え
、本
人
の
障
害
に
関

す
る
悩
み
に
つ
い
て
共
有
で
き
る
仲
間
や

助
言
者
の
必
要
性
を
感
じ
て
い
た
と
こ
ろ

にD
O
-IT

を
知
り
、参
加
さ
せ
て
頂
く
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。

言
語
障
害
を
最
も
苦
痛
と
す
る
娘
の
テ

ー
マ
は「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」で
し
た
。

今
回
の
体
験
を
本
人
が
ど
の
よ
う
に
取

り
組
ん
で
い
く
か
は
ま
だ
未
知
数
で
す

が
、次
の
ス
テ
ッ
プ
を
切
り
開
く
原
動
力

と
な
る
の
は
確
か
で
し
ょ
う
。い
よ
い
よ

高
校
生
活
も
折
り
返
し
地
点
で
す
。目
の

前
に
は
、自
立
に
む
け
て
飛
び
出
そ
う
と

す
る
娘
の
姿
が
あ
り
ま
す（
母
と
し
て
は

チ
ョ
ッ
ト
寂
し
い
ん
で
す
が・・・
笑
）。

皆
さ
ん
、本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

人生には、とても大きな転機となるような場所や出会いがあると思います。
クロージングセッションを終えた後のスカラーの皆さんの顔を見ていて、DOーITがそん
な場所であるように、これからも成長していって欲しいと強く感じました。

飯島雄貴／早稲田大学学生

鉄は鉄をもって研磨する。
人はその友によって研磨される。（箴言 27.17）
今回のDO-IT JAPAN 2008が、互いに「研磨」し合う「友」との出会いを提供できたこと
を、また、そうした「友」との出会いへとつながる場となれたことを祈っています。

飯野由里子／東京大学先端科学技術研究センター特任助教

昨年に引き続きスタッフの一人として参加し、プログラムへの参加者の、大学進学という
目標に向かう熱意に、今年も大きな刺激を受けました。参加者には、今回できたネットワ
ークを有効に使って、情報を集めたり、相談をしたりしながら、それぞれの目標の実現に
向かって進んでほしいと思っています。これからも応援します。

河野俊寛／金沢大学人間社会学域学校教育学類附属特別支援学校教員

リーダーをはじめスタッフの皆と考え、障害のある高校生達にとって、進学を成功させその後の
生活をおくるために必要なことを考えるきっかけにしてもらえるよう工夫したつもりです。参加
した高校生にとっても、自分にどのような課題があるのかをおぼろげながらも意識し、一緒に考
えてゆける友人や支援者とめぐり合えたことは、とても大きな出来事だったろうと思います。そ
んな出会いを演出できたことも含めて、自分にとって良い経験であるとともに、とても嬉しい出
来事でした。

奥山俊博／日本バリアフリー協会副代表

一番思い出深いのはスカラーと一緒に渋谷１０９に行った事です。車イスで１０９にたどり着く
までには困難がありました。しかしスカラー達の知恵と工夫で乗り越えて、ショッピングを終え
てから「戦利品」を見せ合う時のスカラーの嬉しそうな表情が忘れられません。障害がゆえのバ
リアは様々な場面で存在します。しかし「あ～無理だ」と諦めてしまう気持ちが一番のバリアな
のだと、１０９に向かって人ごみを駆け抜けるスカラー達の力強い姿に教えられたように思いま
す。

井上恵梨子／日本社会事業大学学生

心の底を遠慮なくさらけ出せる仲間。これが私がＤＯ-ＩＴプログラムで手に入れた一番大切な、そして一
生の財産です。
私は小学校から普通学校に通っているため、「自分以外はみんな健常者」という環境で過ごしてきました。言語
障害もあるために極力人とのコミュニケーションを避けてきました。「コミュニケーションなんか取らなくても
何の問題もない。」無理にでもこう思うことでしか、疎外感や孤独感に耐えることができませんでした。しかし今
回初めて自分以外の障害者に会ったことで、今まで本当は友達とコミュニケーションを取りたいと思っていた
自分を押し殺していたことに気づきました。プログラム中、私が言いたいことを伝え終わるまで何分でも待って
くれたスカラーのみんな。そして、特に私が言語障害の悩みから泣いてしまったとき、本当に親身になって私の
話を聞いてくれ、一緒に解決方法を考えてくれたスタッフさん。その優しさがあったからこそ、言語障害を忘れ、
夢中でコミュニケーションを楽しむ自分を発見できたのだと思います。さらには、これから学校でも自ら進んで
コミュニケーションを取ろうと思える勇気ももらいました。本当は私は人と話すのが好きなんです、ただ今まで
言語障害を理由にコミュニケーションから逃げていただけで。
障害があって良かった̶̶最近こんな言葉をＤＯ-ＩＴの仲間のブログで目にしました。今の私はそんなことを
心の底から言えるほど強くありません。私がそう思えるようになるには、今私の目の前にある「言葉の壁」を乗
り越えなければならないでしょう。今まで私はその壁にぶちのめされていただけでした。しかし今なら少しずつ
乗り越えられるはずです。そして、いつか私も「障害があって良かった。」と思える日が来る。私は「仲間」という
世界で一番美しい宝物を手に入れたから。仲間がいればきっとどんな壁でも乗り越えられる。私はもう一人で
はない、ＤＯ-ＩＴで出会ったみんながいる。

2008年度スカラー 「DO-IT Japanに参加して 」
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